
社
史
か
ら
読
み
解
く

「軍
需
産
業
総
力
戦
体
制
」

―
―
財
閥
三
井
の
毒
ガ
ス
製
造

フイ 'エス 'ケー株式妻性性曳

昭和 11年には、年網 00tの麟遣であつた trタ リン強を昭和 12年度には一塵 385,000
lgを塁造麟屁 した

ピタリン崚      ジ=ト
ロジフニニルアミン

昭和 12年度   385.● ●●ヒ
=

昭和 13年度  1.210,000■ 8      190,000ヒ 8

暉嗣114キ
=C l.02■

,000LB      485.000L`
昭和 16年度   680,000=●      5,0,000ヒ

`
略和 10年度   392.● 00Lc    l.895.000ヒ

=
JlaO様に昭和13年度からは 和歌

“

工■に菫て、bili■ Ol● ltrschlo●
"“

iよ り餞nitr

liphmい‐Eo腱餞.澤改輝 ■嵌した
昭和 16年  0月  3日  

―

目
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計中生ヨ比工嬌

“

癖

昭和 13年  7月  5日  
…

昔磨監督宙株力遺籍大饉自比工嬌視案

昭和10年  7月 20日  

―

将ヨ比工
・

楓露

昭和 10年  7月 20日  "三海軍火轟鷹曳調― 日比工場観察

電わ16年 7月 30口  睦軍

―

二凛晏竹

"軍
区大董ヨ比工場

“

奏

昭和10午 7月 31日  第1濤率凛編康壽菫中財日lLIMお
昭和16年 8月 5ヨ  静

"海―

主群中佳,tre,察
昭和 :0年  8月  8ヨ  第

一

螢大籠●比工場視彙

昭和 :● ■ 9月 30日  興壽撃

一

大生月比工場視暴

躍莉10年 11月  6自  広

…

藤口主計大生ヨ比工署複豪

昭籠1● ■11,1la  第二轟軍火薬籠長●Jl中お日
=二

場機事

黎お16年 11月 19ヨ  内事奮漢野技

“
"比

工5定第毬奎

昭和16年 11月 23日  広島海摯奎響菫歓野主■大
=日

比工

`視
瑯

図 1:由良染料の社史より

軍
需
産
業
の
育
成
と
統
制

政
府
、
軍
も

「
軍
需
産
業
」
の
存
在
な
く
し
て
戦

争
遂
行
は
あ
り
得
な
い
の
で
、
多
く
の
保
護
、
育
成

政
策
を
出
し
ま
す
。
企
業
に
対
す
る
「
政
府
前
渡
金
」

や

「
奨
励
金
」
も
そ
の
ひ
と

つ
で
す
。

１
９
１
８
年

大^
正
７
年
）
に
は
軍
需
産
業
を
保
護

育
成
す
る
た
め

「
軍
需
工
業
動
員
法
」
を
制
定
。
次

な
る
戦
争
は
軍
需
産
業
総
力
戦
を
想
定
し
、
動
員
と

統
制
を
図
る
も
の
で
し
た
。

１
９
３
７
年

（昭
和
１２
年
）
日
中
全
面
戦
争
に
お
い

て
適
用

（１
９
３
７
年
９
月
２５
日
）、
工
場
工
業
所
管
理

令
も
同
時
に
制
定
、
発
令
。
さ
ら
に
１０
月
に

「支
那

事
変
軍
需
工
業
動
員
火
薬
原
料
取
得
協
定
」
を
締
結

実
施
。
こ
れ
に
よ

つ
て
動
員
と
続
制
、
さ
ら
に
工
場

の
管
理
と

い
う
強
制
が
加
わ
る
こ
と
に
な

つ
た

（当

然
の
」ヽと
な
が
ら
補
償
が
決
め
ら
れ
た
）。
工
場
春
い理
は
昭

和
１３
年
１
月
に
正
式
発
動
。

第
１
次
と
し
て
９９
社
、
そ
の
中
に
重
化
学
工
業
企

業
と
し
て
三
井
鉱
山
三
池
染
料
工
業
所
、
由
良
染
料
、

日
本
曹
達
、
朝
鮮
窒
素
な
ど
。
第
２
次
と
し
て
３
社

の
２
工
場
、
日
本
化
成

（後
２
一菱
化
成
）
黒
崎
工
場
、

三
池
染
料
工
業
所
。
こ
れ
ら
は
陸

・
海
軍
共
同
管
理

か
陛
海
単
独
管
理
と
な
る
。
爆
薬
４
工
場
が
共
同
管

理
下
に
お
か
れ
、
設
備
拡
張
が
図
ら
れ
た
。

こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
で
、
４
月
に
は
国
家
総
動

員
法
、
５
月
に
は
総
動
員
法
に
基
づ
く

「
工
場
管
理

令
」
が
発
布
、
１
９
４
３
年

（昭
和
１８
年
）
に
は

「
軍

需
会
社
法
」
が
制
定
さ
れ
る
。

政
府

・
軍
部
と
の
か
か
わ
り
が
よ
く
わ
か
る
例
と

し
て
三
井
財
閥
を
取
り
上
げ
ま
す
。

三
井
鉱
山
三
池
染
料

工
業
所

三
井
財
閥
三
大
直
系
事
業
の
ひ
と
つ
と
し
て
、
三

井

鉱

山

が

あ

り

ま

す

公
一一井
銀
行
、
一一一井
物
産
）
。

三
井
鉱
山
は
明
治
政
府
直
営
の
大
牟
田
に
あ
る
三

井
炭
鉱
を
、
明
治
２‐
年
に
三
井
組
と
し
て
払
い
下
げ

を
受

け
ま
し
た

（三
井
財
閥
と
明
治
政
府
の
関
係
は
、
伊

藤
博
文
、
山
県
有
朋
等
と
の
関
係
ま
で
遡
り
ま
す
）。
明
治
Ｔ

大
正
と
囚
人
労
働
や
低
賃
金
地
底
労
働
者
を
使
役
す

る
こ
と
で
財
を
な
し
、
採
炭
さ
れ
る
石
炭
か
ら
コ
ー

ク
ス
を
作
る
過
程
に
お
け
る
副
産
物
を
利
用
し
て

１
９
１
８
年

（大
正
７
年
三

三
井
鉱
山
三
池
染
料
工
業

所
と

い
う
石
炭
化
学
工
場
を
作
り
ま
す
。

１
９
２
２
年

（大
正
Ｈ
年
）
に
は
石
炭
酸
か
ら
出
来

る
火
薬

？

ク
リ
ン
酸
）
を
海
軍
に
納
入
。
当
時
、
海

軍
に
ピ
ク
リ
ン
酸
を
納
入
す
る
企
業
は
他
に
由
良
染

料
の
み
で
し
た
。

由
良
染
料
の
創
業
者
、
由
良
浅
次
郎
は
１
９
１
９

年

（大
正
８
年
）
高
橋
是
清
蔵
相
に
税
制
優
遇
を
求
め

た
際
、
「
揺
藍
期
の
染
料
工
業
を
育
て
、
平
時
は
染

料
を
作
り
、

ゴ
訓
ョ
到
ｑ
園
劇
置
「
悧
制
翻
「
日
國
劉

目
酬
測
翻
劉
創
創
制
劇
嘲
ｖ
こ
の
工
業
を
育
成
す
れ
ば
、

平
時
膨
大
な
施
設
を
遊
ば
す
こ
と
な
く
、
染
料
の
自

給
を
な
し
得
、
国
家
の
安
全
と
有
利
の
面
か
ら
最
善

の
方
法
で
あ
る
と
信
じ
ま
す
」
と
せ
ま
り
、
税
制
優

遇
は
も
ち
ろ
ん
、
１
９
２
１
年

（大
正
Ю
年
）
か
ら
ピ

ク
リ
ン
酸
を
海
軍
火
薬
廠
に
納
入
。
そ
の
後
由
良
は

国
家
保
障
保
護
会
社

（社
史
）
と
し
て
軍
と
共
に
歩

み
ま
す
。
社
史
の

一
頁
だ
け
で
も
見
れ
ば

一
目
瞭
然

で
す

（参
照
¨
図
↓

三
井
三
池
染
料
工
業
所
が
、
火
薬
、
爆
薬
と
同
様

化
学
兵
器
に
関
わ
る
の
は
１
９
３
２
年

（昭
和

′̈年
一

陸
軍
に
ビ
ラ
ン
性
毒
ガ
ス
で
あ
る
イ
ペ
リ
ッ
ト
の
中
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図2 指導書願い

間
薬
、
グ
リ
コ
ー
ル
ー
号

Ｔ

↓

を
３６
ト
ン
納
入

し
て
か
ら
で
す
。

１
９
３
４
年

（昭
和
９
年
）
陸
軍
科
研
か
ら
嘔
吐
性

毒
ガ
ス
の
中
間
薬
ア
サ
デ
ン

（陸
軍
名
ンヽ
モ
リ
ン
）
製

恣
了
切
又
嚇鼻
頌

確

は
月
６
ト
ン
で
す
か
ら
、
生
産
能
力
が
陸
軍
を
上
ま

わ

っ
て
い
ま
す
ｏ

こ
の
年
、
三
井
鉱
山
は
陸
軍
毒
ガ
ス
研
究
の
中
枢
、

陸
軍
化
学
研
究
所
長

・
久
村
種
樹
に
毒
ガ
ス
原
料
の

製
造
装
置
指
導
願
を
支
書

（参
照
¨
図
ι

で
出
し
て

い
ま
す
。
久
村
種
樹
は
、
陸
軍
毒
ガ
ス
研
究
の
中
心

人
物
で
、
毒
ガ
ス
戦
を
強
力
に
推
進
。
１
９
４
０
年

退
役
す
る
と
、
三
井
化
学

含
一一池
染
料
工
業
所
）
顧
間
、

後
の
東
洋
高
圧
社
長
に
な

っ
て
い
ま
す
ｏ
軍
産

一
体

化
の
象
徴
と
い
え
ま
し
よ
う
。

「
三
井
直
系
、
準
直
系

の
中

で
三
井

ｎ
家

の
直

系

で
も
な
く
、
軍
人
が
名
実
と
も
に
ト

ッ
プ
に

い

た
例
は
久
村

の
ほ
か
に
な

い
」
３
壬
奎
下業
史
本
篇
』

第
３
巻
下
）

三
井
染
料
工
業
所

へ
の
陸
　
・
‥

中
間
凛
の
注
文
は
１
９
３
７
年

面
戦
争
か
ら
激
増
す
る
。

『
三
井
鉱
山
５０
年
史
稿
」
と

い
う
社
史
の
稿
本
に

は
、
１

‐９
３
８
年

（昭
和
１３
年
）
ま
で
し
か
毒
ガ
ス
の

記
載
が
な

い
が
、
こ
の
２
年

の
間
に
、
陸
軍
か
ら

イ
ベ
リ
ッ
ト

（き
い
″〓の
中
間
薬
グ
リ
コ
ー
ル
ー
号
、

２
号
、嘔
吐
性
毒
ガ
ス

あ^
か
）
の
中
間
薬

↑′
モ
リ
ι

ア
サ
デ
ン
、
後
に
Ｃ
Ａ
剤
。
海
軍
か
ら
ビ
ラ
ン
性
毒

ガ
ス

・
イ
ペ
リ
ッ
ト
の
３
号
特
薬
中
間
薬
オ
ク
ゾ
ー

ル
、
嘔
吐
性
毒
ガ
ス
ム
デ
特
薬
中
間
薬

フ

エ
・ラ

亜

砒
酸
）
の
注
丈
を
増
産
。
イ
ペ
リ

ッ
ト
の
原
料

エ
チ

レ
ン
は
東
洋
高
圧
大
牟
田
工
業
所
か
ら
と

あ
り
ま
す
。

１
９
４
１
年

（昭
和
１６
年
二
二
池
染
料
工

業
所
は
三
井
化
学
と
な
る
。

「
民
需
か
ら
軍
需
品
生
産
へ
の
急
傾

斜
と
、
有
機
化
学
工
業
で
の
軍
需
品
中

心
の
新
規
事
業
着
手
へ
と
突
き
進
ん
だ
。

化
学
兵
器
原
料
の
設
備
拡
張
が
著
し

い
」

「
三
池
事
業
所
史
本
篇
』
第
３
巻
４
４
７

頁
）

三
井
染
料
工
業
所
か
ら
三
井
化
学
に
至

る
考
え
方
が
三
井
東
圧
社
史
に
記
さ
れ
て

い
ま
す
。

「
機
械
工
業
、
造
船
工
業
な
ど
の
重
工
業
分
野

に
お

い
て
、
三
菱
、
住
友
財
閥
に
比

べ
劣
勢

に

釧

劃

副

劉

コ

召

ゴ

副

剛

場

ｑ
引
利
潤
副
翻
割
割
町
劃
引
針
刊
４
洲
期
待
で
き
る

，・
の
は
、
化
学
工
業
で
あ
り
、
そ
の
た
め
に
は
、
三

井
鉱
山
お
よ
び
三
井
物
産
傘
下
の
化
学
事
業
を
集

約
し
、
大
規
模
な
化
学
会
社
を
設
立
す
る
こ
と
で

あ
る
、
と
考
え
ら
れ
た
。
こ
う
し
た
構
想
を
背
景

に
昭
和
１６
年
に
設
立
さ
れ
た
の
が
三
井
化
学
で
あ

り
…
…
三
井
財
閥
の
重
化
学
工
業
部
門
を
担
う
中

核
企
業
と
し
て
発
展
す
る
の
で
あ
る
」

１
９
４
１
年
ム
昭
和
１６
年
）
１１
月
１４
日
付

『艦
本
機

密
』
第
１
号
１
０
８
７
１
に
は
次
の
こ
と
が
記
さ
れ

て
ぃ

畷
肘
プ

算
５
９
５
万

動
ν

Ｃ
２
号
」
享
オ
グ
リ

コ
ー
ル
不
凍
、
陸
軍
）
年

１
２
０
０
ト

ン
玉
名

工
場

内
‐２
月
予
算

４
６
８
万

「
３
号
中
間
薬
」

ア

オ
グ

リ
コ
ー
ル
、
海
軍
）
年

１
０
０
０
ト

ン
、
三
池
染
料

内
生
産
さ
れ
た
毒
ガ
ス
中
間
薬
は
何
処
ヘ

陸
軍
の
場
合
は
、
地
図
か
ら
消
さ
れ
た
島
と
し
て

絡盤
戸
内
五
堂
不
入
野
置
匈
（第
２
陸
軍
造
兵
廠
忠
海
製
造
所
）
に

運
ば
れ
、
毒
ガ
ス
と
し
て
製
品
化
、
そ
れ
を
兵
器
化

す
る
た
め
、
北
九
州
市
曽
根
に
あ
る
曽
根
製
造
所
で

（

海
軍
か
ら
の
毒
ガ
ス

人
昭
和
１２
年
）
日
中
全

13
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目
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軍
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學

研

究

所

長

久
　
　
村
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・
樹
　
　
殿

エ
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レ
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ガ
ス
利
用
〓、開
ス
ル
指
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願

一
　

　

ョ馨

　
弊
職
〓
池
梁
料

工
業
所

二
於
タ
ル
副
憧
物
エ
チ
．レ

ン
方
ス

ヨ
ン
化
學
兵
尋

一　
　
　
原
料

タ
ル
グ
リ
コ
ー
ル

一
鶴
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製
逮

ス
ル
饉
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指
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「
ll寧什tlJ稼退 t

砲
弾
に
充
填
さ
れ
、
兵
器
と
な

っ
て
中
国
大
陸
他
に
。

■′

海
軍
の
場
合
は
、
神
奈
川
県
平
塚
市
に
あ
る
火
薬

廠
の

一
角
、
海
軍
技
術
研
究
所
化
学
研
究
部

（後
に

相
模
海
軍
工
廠

。
寒
川
）
に
送

ら

れ
ヽ

毒

ガ

ス
製

造

兵

器
化
が
行
な
わ
れ
、
艦
船
に
、
陸
戦
隊
に
、
そ
し
て

航
空
機
爆
弾
に
…
…
、
大
陸
か
ら
南
方
に
。

当
時
、
国
際
法
で
毒
ガ
ス
を
使
用
す
る
こ
と
は
禁

止
さ
れ
て
い
ま
し
た

（
ハ
ー
グ
陸
戦
協
定
、
ジ
ュ
ネ
ー
プ

条
約
議
定
書
等
）。
そ
れ
を
承
知
で
日
本
軍
は
極
秘
に

毒
ガ
ス
を
製
造
し
、
戦
争
に
使

っ
た
訳
で
す
。
同
時

に
毒
ガ
ス
製
造
に
か
か
わ
っ
た
軍
需
化
学
企
業
も
ま

た
、
国
際
法
違
反
の
極
秘
の
作
業
で
あ
る
こ
と
を

知
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
れ
ゆ
え
に
工
場
内
で
の
爆
発

事
故
な
ど
は
隠
蔽
し
ま
す
。
軍
と
企
業
が
、
ど
れ
ほ

ど
密
後
な
関
係
か
を
示
す
大
事
件
が
、
三
井
三
池
染

・料
工
業
所
で
起
き
ま
し
た
。

い
わ
ゆ
る
大
牟
田

「爆
発
赤
痢
事
件
」
で
す
。

隠
蔽
さ
れ
た
企
業
犯
罪

・
国
家
犯
罪

１
９
３
７
年

（昭

和
１２
年
）
９
月
２５
日

夕
方
、
大
牟

田
に

あ
る
三
井
鉱
山
三

池
染
料
工
業
所

で

爆
発
事
故
が
起

こ

り
、
刺
激
臭
を
含

む
黄
色

の
煙
が
町

を
覆

い
ま
し
た
。

直
後

か
ら
風
下

の
住
民
は
、

の
ど

の
痛
み
、
咳
、
め
ま
い
、
高
熱
、
嘔
吐
、
下
痢
、
全

身
の
痙
攣
で
子
ど
も
、
老
人
を
中
心
に
次
々
と
倒
れ
、

死
者
も
続
出
。
さ
ら
に
夜
半
、
三
度
目
の
爆
気
事
故

が
起
こ
り
、
翌
日
か
ら
死
者
は
急
増
し
、
町
は
阿
鼻

叫
喚
、
地
獄
図
を
呈
し
ま
し
た
。

１１
万
都
市
で
被
害

者
２
万
人
以
上
、
死
者
７
１
２
人
と
い
う
大
惨
事
で

す
。と

こ
ろ
が
、
被
害
者
の
症
状
の
原
因
調
査
も
な
さ

れ
な
い
う
ち
に
、
「赤
痢
」
だ
、
水
道
水
に
よ
る
爆

発
的
赤
痢
だ
と
い
う
ふ
う
に
県
と
内
務
省
が
断
定
し

ま
す
。

爆
発
事
故
が
あ
っ
て
２
日
後
に
は
、
陸
軍
防
疫
研

究
室
で
大
量
に
作
ら
れ
た

「赤
痢
予
防
錠
」
が
大
牟

田
市
民
に
配
布
、
飲
用
さ
れ
ま
す
。
７
３
１
部
隊
で

有
名
な
石
井
四
郎
が
開
発
し
た
細
菌
培
養
装
置
で
作

ら
れ
た
赤
痢
菌
は
、
ま
た
た
く
間
に
大
牟
田
市
民
を

赤
痢
の
罹
患
者
に
し
ま
し
た
。

染
料
工
場
で
の
毒
ガ
ス
爆
発
事
故
の
猛
毒
に
よ
る

被
害
の
実
態
を
隠
し
、
毒
ガ
ス
製
造
の
秘
密
を
守
る

た
め

「赤
痢
事
件
」
に
仕
立
て
あ
げ
た
わ
け
で
す
。

日
中
全
面
戦
争
の
さ
な
か
、
軍
機
法
、
新
聞
紙
法

２７
条
報
道
管
制
、
記
事
差
し
止
め
、
軍
需
工
業
動
員

法
、
国
民
精
神
総
動
員
要
綱
…
…
こ
の
よ
う
な
状
況

下
、
企
業
と
軍
は
事
件
の
真
相
を
間
に
葬
り
ま
し
た
。

三
井
は
軍
と
共
に
ひ
た
す
ら
毒
ガ
ス
資
材
を
増
産
、

規
模
を
拡
大
し
、
有
数
の
化
学
会
社
に
な
り
ま
す
。

こ
れ
が
企
業
犯
罪
、
国
家
犯
罪
で
あ
る
ゆ
え
ん
で
す
。

戦
後
の
三
井
化
学
～
三
井
東
圧

大
牟
田
市
は
敗
戦
直
前
５
回
に
わ
た
っ
て
米
軍
の

空
襲
を
受
け
、
三
井
の
軍
需
工
場
と
し
て
の
役
割
は

終
わ
り
ま
し
た
。
石
炭
化
学
を
中
心
に
民
需

へ
と

１
９
６
８
年
７
月
１２
日
朝
日
新
聞
が

「
枯
れ
葉

剤
疑
惑

」
を

ス
ク
ー
プ
し
ま
す
。

三
井
化
学

は

１
９
５
０
年

（昭
和
２
５
年
）
か
ら
枯
れ
葉
剤
の
原
料

２４
Ｄ
を
生
産
、
三
井
東
圧
は
２
４
５
Ｔ
を
生
産
。
こ

の
２
つ
を
合
わ
せ
る
と
枯
れ
葉
剤

エ
ー
ジ

ェ
ン
ト
オ

レ
ン
ジ
が
出
来
ま
す
。

戦
時
中
は
毒
ガ
ス
、
戦
後
は
農
薬
と
称
し
て
枯
れ

葉
剤
を
生
産
。
米
軍
の
ベ
ト
ナ
ム
戦
争
に
協
力
し
巨

利
を
得
て
い
ま
し
た
。

三
井
財
閥
は
明
治
以
降
、
度
重
な
る
戦
争
で
財
を

な
し
、
今
日
に
至
り
ま
す
。
三
井
物
産
の
ア
ヘ
ン
を

使

っ
て
の
軍
部
と
の
謀
略
を
は
じ
め
、
三
井
三
池
染

料

・
三
井
化
学
の
毒
ガ
ス
製
造
。
企
業
利
益
を
全
て

に
優
先
し
、
戦
争
を
煽
り
、
国
策
に
便
乗
し
、
規
模

を
拡
大
し
、
戦
後
も
ま
た
同
じ
道
を
た
ど

っ
て
い
ま

す
。

過
去
に
目
を
閉
じ
る
者
は

再
び
同
じ
過
ち
を
お
か
す

―
―

ワ
イ
ツ
ゼ
ッ
カ
ー

他

の
軍
需
化
学
企
業

（軍
と
一
体
化
し
て
い
た
）
は
、

日
本
曹
達
、
保
土
ヶ
谷
化
学
工
業
、
三
菱
化
成
、
呉

羽
化
学
、
住
友
化
学
、
帝
人
な
ど
…
…
。

軍
需
化
学
企
業
の
戦
争
責
任
は
間
わ
れ
続
け
ま
す
。

（き
た
。
こ
う
い
ち
ろ
う
／
化
学
兵
器
被
害
解
決
ネ
ツ
ト
ワ
ー

ク
．）
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信
機
も

車
篠
●
聾
■
τ

石
炭
か
ら
だ
′

中
［ロ

笹
林
公
園
に
あ
る

爆
発
赤
痢

「慰
霊
塔
」
と
そ
の
碑
文

「
雌
篠
昭
和
十
二
年
九
月
二
十
五
日
篠

モ
支
那
事
変
勃
発
シ
テ

ニ
月
全
市

ヲ
挙
ゲ
テ
銃
後

ノ
遂
行

二
適

進ヽ
セ
ル
機
、
晴
天

ノ
雛

饉

ノ
如
ク
突
如
ト
シ
テ
我
十
二
万
市
電
ヽ
ハ
古
今

ヲ
絶

ス
ル
悪
菱

ノ
魔
手

二
熾

ハ
レ
タ
リ
。
・豪

二
大
産

業
都
市
ト
シ
テ
群
戯

フ
極

メ
タ
ル
本
市

ハ
忽

ニ
シ
テ
阿
鼻
叫
喚

・ノ
巷
卜
化

シ
官
民
必
死

ノ

●
０
０
　
　
　
　
　
つ
い

防
疫

ニ
モ
拘

ラ
ズ
寛

二

一
万
数
千
々
「
ノ
罹
患
者

ヲ
出
シ
七
百
十

二
名
ツ
精
観
フ
奪
ハ
ル
」　
　
　
　
　
　
　
　
＾


